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尿路 感 染症 に対 す るCeftizoxime(FK749)の 使 用経験

魚 住 二 郎 ・中牟田誠 一・熊 沢 浄 一 ・百 瀬 俊 郎

九州大学医学部泌尿器科学教空

原 三 信 ・原 孝 彦 ・南 里 和 成 ・角 田 和 之

山 口 秋 人 ・宮 崎 良 春 ・合谷 信 行

三信会原病院泌尿器科

尾 本 徹 男 ・黒 川 憲 行 ・中 洲 箪

九州厚生年金病院泌尿器科

中 山 健 ・伊 藤 健 治 ・井 口 厚 司

宮崎県立病院泌尿器科

平 田 弘 ・大 楠 雅 夫 ・吉 峰 一 博

広島赤十字病院泌尿器科

1. 昭和53年9月 から昭和53年11月 までに九州大学泌尿器科および関連病院に入院した患者で尿

路感染症を有する35例 にCeftizoximeを 投与し,28例 について臨床効果の分析を行なった。

2. 投与期間は5日 間で,効 果判定例は250mg×2回/日 の静注7例,500mg×2回/日 の静注

8例,1000mg×2回/日 の静注13例 であった。

3. 急性単純性膀胱炎は1例 であったが著効を示した。

4.複 雑性尿路感染症27例 については,著 効3例,有 効17例,無 効7例 で有効率は74.1%で あ

った。

5. 細菌学的には35株 中28株 が消失し,消 失率は80.0%で あ った。

6. 自覚的,他 覚的副作用は35例 全例に認められなかった。

Ceftizoxime(FK749)は 藤沢薬品中央研究所 で開発 された

セファロスポ リン系抗生物質であ り,Fig.1に 示 すような構造

Fig. 1 Chemical structure of Ceftizoxime

を有す る。基 礎 的 研究 に よ り グ ラム陰 性 桿 菌 に 対 して強 い抗 菌

力を有す る こ とが 明 らか に され た 。E.coli, Klebsiella,P.

mirabilisな どに 対 して は もちろ ん,従 来 の セ フ7ロ ス ポ リン

剤では 抗 菌力 が 弱 か っ たH.injluenzae,イ ン ドー ノレ 陽性

Proteus, Serratia, Enterobacter, CitrobacterやB.jragilis

を は じめ とす る 嫌 気 性 菌 に 対 して も 強 い 抗 菌 力 を 示 す 。 β-

lactamaseに 対 して も安 定 で あ る。 また 吸収,排 泄 につ い て も

筋注,静 注 です み やか に吸 収 され,体 内 で ほ とん ど代 謝 され る

ことなくすみやかに尿中に排泄される1)。以上のことから尿路

感染症に対する本剤の有用性が期待される。

われわれは,九 州大学泌尿器科とその関連病院において本剤

を尿路感染症に対して投与する機会を得たので,そ の成績を報

告する。

1.投 与対象および投与方法

昭和53年9月 から昭和53年11月 までの 九州大学泌

尿器科ならびに関連病院泌尿器科入院の尿路感染症患者

35例 に本剤を投与した。 このうち臨床効果判定の対象

となったのは投与前尿中分離菌が104/ml以 上みられた

28例 で あった。 年令は23才 から86才 までの成人であ

り,性 別では男25例,女3例 であった。尿路感染症の

内訳は,急 性単純性膀胱炎1例,複 雑性尿路感染症27

例 であった。投与量は,1回250mgを1日2回5日 間

投与したもの7例,1回500mgを1日2回5日 間投与

したもの8例,1回1000mgを1日2回5日 間投与し



778 CHEMOTHERAPY SEPT, 1980

Table 1 Clinical results of
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Cemzoxime
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たもの13例 であった。投与方法は全例5%ブ ドウ糖あ

るいは生理食塩水20mlに て溶解し本剤単独で静注投与

した。

II. 臨床効果判定規準,

UTI薬 効評価碁準(第2版)2,に 準 じて行なった。す

なわち,複 雑性尿路感染症では,尿 中白血球数,尿 中細

菌不変のものと尿中細菌交代し尿中白血球数不変のもの

を無効,尿 中白血球数,尿 中細菌がともに消失したもの

を著効,そ の他を有効と判定した。

III. 成 績

効果判定例28例 の詳細をTable1に 示した。症例1

は急性単純性膀胱炎で著効症例であった。症例2か ら症

例28ま では複雑性尿路感染症であった。これらの複雑

性尿路感染症27例 について群別有効率をTable2に 示

した。有効率は第1群71.4%, 第2群75,0%, 第3群

は 症例 が な く,第4群66.7%, 第5群66.7%, 第6群

100.0%で あ った｡総 合 臨 床 効 果 はTable3の ように

著効3例 (11.1%), 有 効17例 (63.0%), 無 効7例

(25.9%)で あ り,有 効 率 は74.1%で あ った。

Table 2 Overall clinical efficacy of Ceftizoxime classified by type of infection

Table 3 Overall clinical efficacy of Ceftizoxime in complicated UTI
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Table 4 Bacteriological response to Ceftizoxime

Table 5 Strains appearing after

Ceftizoxime treatment

尿中分離 菌をTable4に 示 した が,細 菌 学 的効 果 に

ついてみ ると35株 中 消失 は28株 で 消失 率 は80 .0%で

あった。P.aeruginosaが4株 中3株,P.maltophilia,

E.cloacaeが2株 中1株,S.faecalisが5株 中1株 そ

のまま存続 した。 本剤 投 与 前 に酵 母 様真 菌 が 分 離 され た

症例(症 例18)が1例 あ っ た が,本 剤 投 与後 も酵 母様 真 菌

は消失 しなか っ た。 本 剤投 与 後 出現 した 交 代菌 をTable

5に 示 した。P .aeruginosa, Staphylococcus各2株,

P.morganii , S.faecalis, Citrobacter, Candida各1

株の計8株 で あっ た。

またCeftizoxime投 与 前 後 の 尿 中 分 離 菌 に 対 す る

CeftizoximeのMICをCefotiam(CTM),Cefme-

tazole(CMZ) ,Cefamandole(CMD),Cefazolin(CEZ)

(ただしPseudomonas, A.faecalisに つ い て はSu1-

benicillin(SBPC) ,Ticarcillin(TIPC),Gentamicin

(GM))と 比 較 した成績 をTable6に 示 す。Ceftizoxime

は 接種 菌量 の影 響 を 受 け や す い が,E.coli, Proteus,

Serratia, Enterobacter, Citrobacterに 対 しては 他 剤

よ り優 れ た成績 を示 した 。 こ れ らは基 礎 的 検 討 で得 られ

た成 積1)と よ く一致 した 成績 であ っ た 。

IV. 副 作 用

副作 用 につ い て は 木 剤 を投 与した35例 に つ い て検 討

を行 な った 。 白覚 的 副作 用 は 全例 に 認 め なか っ た。 他 覚

的 所見 と して 赤 血球 数,ヘ モ グ ロ ビン量,ヘ マ トク リッ ト

値,白 血 球数,白 血球 分 画,血 小 板 数,血 清GOT,GPT,

Al-Pase,総 ピ リル ビ ン.BUN,血 清 ク レア チ ー ン,

血清 電 解質 に つ い て 検 討 し た(Table7)。 その うち 赤

血 球 数,白 血球 数,GOT,GPT,BUN,血 清 クレ ア チ

ー ンに つ い て は 図 示 した(Fig.2～7)。 症 例28でGOT

(47→70),GPT(30→39)の 軽 度 上 昇 が み られ たが,

一過 性 の もの で5日 後 に は そ れ ぞれ18 ,16で あ っ た。

症 例8のRBC,Hb,Htの 減 少 は 抗 腫 瘍剤 の 影 響 であ

る。 その 他 は す べ て検 査誤 差 内 の変 動 で あ る 。

V. 考 察

Ceftizoximeの 有 効 性 をUTIの 群別 に 検 討 す る と急

性 単純性 膀 胱 炎 は1例 だ け で あ った が,そ の 起 炎 菌 が

S.aureusで あ っ た こ とを 考 え る と 著効 を示 したの は 当

然 の 結 果 と思 わ れ る。 問 題 は 複雑 性尿 路感 染 症 に対 す る

基 効で あ るが,群 別の 有 効 率 は66.7～100%で,複 雑 性

尿 路 感 染症 に対 す る総 合 有 効 率は74.1%を 示 し,本 剤 の

有 効性 につ い て 満足 で き る結果 が 得 ら れた 。基 礎 的研 究

に よっ て 本 剤 の 特 長 と してProteus,Enterobacter,

Serratia, Citrobacter等,従 来 の セ ファ ロス ポ リン系 抗

生 物質 に 耐 性 を示 す 菌 に対 して も抗 菌 力が 強 い こ とが 示

され たが,そ れ を裏 付 け る よ うに,Proteusは5株 中 全

株 が 消失,Enterobacterは2株 中1株 が 消失,Serratia

は4株 中 全 株 が 消 失,Citrobacterは1性 て あ った が 消

失 がみ られ た。 近 年P.aeruginosaに よる 尿 路 感 染 が

よ く問 題 と な り,わ れ われ も そ の こ と を 報 告 して い う

が3),木 剤 の基 礎 的 研 究 の結 果 か ら もP.aeruginosaに

対 す る効 果 はあ ま り期待 され て い なか った 。実 際 の 臨 床

例 に お い て も4株 中1株 しか 消失 が な く3株 が存 続 し,

投 与 後 存 続 株6株 の うち半 数 を 占め る結 果 とな っ た。

本 剤 投 与 後 の 出 現 菌 と して は,P.aeruginosa, Sta-

Phylococcus各2株,P.morganii, S.faecalis, Citro-

bacter, Candida各1株,計8株 が交 代 菌 と して 出現 し

た 。 以 上 の結 果 か らP.aeruginosaに よ る 尿 路 感 染症

に 本 剤 を 投 与 して もあ ま り優 れ た 効果 は 期 待 で き ない と

思 われ る。
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Table 6 Sensitivity of clinical isolates

B: Before

A: After
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Table 7 Laboratory findings before and after
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administration of Ceftizoxime

(Continued)
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Dosage : Case 29, 33: 250 mg•~2 times/day•~5 days iv 

Case 30, 31, 34, 35 : 500 mg•~2 times/day•~5 days iv 

Case 32 : 1 g•~2 times/day•~5 days iv

Fig. 2 Laboratory 

findings

Fig. 3 Laboratory 

findings

Fig. 4 Laboratory 

findings

副作用については,本 剤を投与した35例 について検

討を行なったが,自 覚的副作用はみられず,他 覚的副作

用については1例 にGOT,GPTの 軽度上昇がみられ

たが,そ の他は本剤の投与と関連があると思われるもの

はなく,他 のセファロスポリン系抗生物質と同じく比較

的安心して投与できる薬剤と思われる。
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Fig. 5 Laboratory

findings

Fig. 6 Laboratory

findings

Fig. 7 Laboratory

findings
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CLINICAL EXPERIENCE OF CEFTIZOXIME (FK 749) 

IN URINARY TRACT INFECTION
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1. In the period between September 1978 and November 1978, ceftizoxime (FK 749) had been administered 

to 35 patients who had been treated as inpatients for their urinary tract infection in the departments of uro-

logy of Kyushu University and its affiliated hospitals. Twenty-eight out of 35 cases were analyzed. 

2. The duration of administration was 5 days, 250 mg twice daily were administered by intravenous bolus 

injection in 7 cases, 500 mg twice daily in 8 casesand 1000 mg twice daily in 13 cases. 

3. In 1 case of acute simple cystitis, the result was excellent. 

4. In 27 cases of complicated urinary tract infection, the results were excellent in 3 cases, good in 17 

cases, poor in 7 cases and the effectiveness rate was 74. 1 %. 

5. Bacteriologically, bacteria were eradicated in 28 strains of 35. 

6. No subjective or objective side effects had bee recognized in any cases.


